








幼児に難聴があると言語発達は遅れ,コミュニケーションは次第に困難度を増して情緒面

にも深刻な問題を生じる。現在もこのような例は後を絶たない。そこで、平成 1 年から 3

年までの 3年間に私の外来(小児難聴言語外来)を訪れた難聴児のうち、初診時年令 5歳以

上で、しかも学業に何等かの問題を有するか、あるいは就学に当たって学校ないし学級の

選択に困惑していた22 名について実態を分析し,示唆に富む知見を得た。


